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あ
な
た
の
読
み
た
い
本
が

見
つ
か
り
ま
す

い
よ
い
よ
「
読
書
の
秋
」
到
来
で
す
。
あ
な
た
は
、
年
に
何
冊
く
ら
い
本
を
読
み
ま
す
か
。
市
立

図
書
館
で
は
、
よ
り
多
く
の
み
な
さ
ん
に
利
用
し
て
も
ら
お
う
と
、
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て
、
読
書
ラ
イ
フ
を
充
実
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
立
図
書
館
に
は
、
約
70
万
冊
の
蔵

書
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
に
あ
な
た
の

読
み
た
い
本
が
、
き
っ
と
あ
る
は
ず
。

さ
あ
、
そ
れ
で
は
本
探
し
で
す
。

本
を
探
す
に
は
、
書
棚
に
並
ん
で
い

る
本
の
中
か
ら
直
接
選
ぶ
方
法
と
、
本

の
タ
イ
ト
ル
や
出
版
社
名
な
ど
か
ら
パ

ソ
コ
ン
で
検
索
し
て
探
し
出
す
方
法
が

あ
り
ま
す
。
も
し
、
探
し
て
い
る
本
が

見
つ
か
ら
な
い
と
き
は
、
中
央
カ
ウ
ン

タ
ー
に
あ
る
本
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
職

員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

貸
し
出
し
中
の
場
合
や
、
蔵
書
が
な

い
場
合
で
も
、
リ
ク
エ
ス
ト
す
れ
ば
要

望
に
応こ

た

え
て
く
れ
ま
す
。

読
み
た
い
本
を
探
す

図
書
館
の
本
を
借
り
る
に
は
、
利
用

カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。
利
用
カ
ー
ド
の

発
行
が
受
け
ら
れ
る
の
は
、
市
民
と
市

内
在
学
・
在
勤
者
で
す
。
ま
だ
、
利
用

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、
保
険

証
や
運
転
免
許
証
な
ど
住
所
を
確
認
で

き
る
も
の（
在
学
者
は
学
生
証
、在
勤
者

は
社
員
証
も
）を
持
参
し
て
、
中
央
カ

ウ
ン
タ
ー
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

そ
の
場
で
カ
ー
ド
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

本
は
、
２
週
間
、
何
冊
で
も
無
料
で

借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

Ｃ
Ｄ
・
カ
セ
ッ
ト
は
２
点
ま
で
、
語
学

Ａ
Ｖ
資
料
は
１
点
ま
で
の
制
限
が
あ
り

ま
す
。

何
冊
で
も

借
り
ら
れ
ま
す

図
書
館
文
学
講
座

「
風
土
と
虫
と
人
の
文
明
」

図
書
館
で
は
、
市
民
に
読
書
へ
の
関

心
を
よ
り
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
作
家

な
ど
を
講
師
に
招
き
、
図
書
館
文
学
講

座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
講
師

は
、
フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫
記
の
訳
者
で
、

熱
烈
な
昆
虫
愛
好
家
の
奥
本
大
三
郎
さ

ん
で
す
。

●
日
時
＝
10
月
27
日
（
土
）
午
後
２
時

〜
３
時
30
分

●
会
場
＝
図
書
館
２
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル

●
テ
ー
マ
と
講
師
＝
「
風
土
と
虫
と
人

の
文
明
」
奥
本
大
三
郎
さ
ん
（
フ
ラ

ン
ス
文
学
者
・
フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫
記

訳
者
）

●
定
員
＝
１
０
０
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費
＝
無
料

※
申
し
込
み
は
市
立
図
書
館
（
1
27
‐

４
６
４
６

ヨ

ム

ヨ

ム

）
へ
。

日曜は家族みんなで図書館へ

図
書
館
へ
行
こ
う
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リクエスト
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
る
と
予
約
が
入
れ

ら
れ
、
貸
し
出
し
中
の
本
が
返
却
さ
れ

た
と
き
、
リ
ク
エ
ス
ト
し
た
人
に
図
書

館
か
ら
電
話
か
ハ
ガ
キ
で
連
絡
が
入
り

ま
す
。
早
け
れ
ば
２
週
間
、
２
人
以
上

の
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
る
と
き
は
、
１
カ

月
く
ら
い
待
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
る

よ
う
な
人
気
の
あ
る
本
は
、
待
つ
期
間

が
も
う
少
し
長
く
な
る
こ
と
も
あ
る
よ

う
で
す
。

蔵
書
に
な
い
本
が
リ
ク
エ
ス
ト
さ
れ

た
場
合
、
図
書
館
で
購
入
し
た
り
、
県

内
の
公
共
図
書
館
か
ら
借
り
た
り
し

て
、
リ
ク
エ
ス
ト
し
た
人
に
提
供
さ
れ

ま
す
（
通
常
２
週
間
か
ら
１
カ
月
後
く

ら
い
。
専
門
書
な
ど
は
２
〜
３
カ
月
か

か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）。

こ
の
「
リ
ク
エ
ス
ト
」
は
、
年
間
で

約
３
万
件
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

図
書
館
に
な
い
本
で
も

調
達
し
て
く
れ
ま
す

図
書
館
で
探
し
て
い
る
本
が
見
つ
か
ら
な
い
と
き
は
、
１
階
中
央
カ
ウ
ン
タ
ー
の

「
本
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
へ
行
き
ま
し
ょ
う
。
担
当
の
職
員
が
対
応
し
て
く
れ
ま
す
。

貸
し
出
し
中
や
、
図
書
館
の
蔵
書
に
な
い
場
合
は
、
リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
を
作
成
し

提
出
し
ま
す
。

司
書
か
ら
ひ
と
こ
と

本
当
に
読
み
た
い
本
に

出
会
う
お
手
伝
い
を

司
書
　
巻
嶋
菊
江

図
書
館
で
は
、
な
る
べ
く
多
く
の
み

な
さ
ん
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
配

慮
し
て
、
蔵
書
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

年
間
の
蔵
書
購
入
費
は
約
１
億
円
。
ど

ん
な
本
を
何
冊
購
入
す
る

か
は
、
毎
週
水
曜
日
に
開

く
「
選
書
」
で
決
め
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た

「
リ
ク
エ
ス
ト
」
は
、
蔵
書

選
定
に
あ
た
っ
て
の
大
き

な
手
が
か
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。
で
す
か
ら
、「
こ
ん

な
本
が
読
み
た
い
」「
こ
ん

な
資
料
が
欲
し
い
」
と
い

う
要
望
は
、
ど
ん
ど
ん
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
で
き
る
限
り
要
望
に
お
応
え
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

毎
年
６
万
点
も
の
新
刊
図
書
が
発
行

さ
れ
、
出
版
の
洪
水
と
も
い
わ
れ
て
い

る
現
在
、
み
な
さ
ん
が
本
当
に
読
み
た

い
本
と
出
会
え
る
よ
う
、
私
た
ち
司
書

が
お
手
伝
い
し
ま
す
。
図
書
館
に
来
館

の
際
は
、
ど
う
ぞ
気
軽
に
声
を
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

パソコンで簡単に本が探せます

リクエストカード

利用カードを忘れずに

利用者でにぎわう
1階中央カウンター
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レファレンス調べもののお手伝い

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら

参
考
資
料
室
へ

２
階
の
参
考
資
料
室
に
は
、
辞
書
や

参
考
資
料
、
専
門
的
な
本
が
並
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
成
田
の
郷
土
史

に
関
す
る
資
料
も
集
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
こ
は
、
調
べ
も
の
を
す
る
た
め

の
部
屋
。
カ
ウ
ン
タ
ー
に
い
る
職
員
に

申
し
出
れ
ば
、
求
め
る
テ
ー
マ
に
関
す

る
資
料
を
探
す
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
部
屋
の
中
に
あ

る
図
書
は
、
閲
覧
の
み
（
コ
ピ
ー
可
・

費
用
は
１
枚
10
円
）
で
、
借
り
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

参
考
資
料
室
の
一
角
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
が

新
設
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
用
パ
ソ
コ
ン
３

台
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー

を
新
設

辞
書
や
専
門
書
な
ど
が

書
棚
に
び
っ
し
り
と

Ｍ
兼
用
パ
ソ
コ
ン
１
台
、
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ

Ｍ
専
用
パ
ソ
コ
ン
１
台
が
備
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
利
用
す
る
と
き
は
、
カ
ウ
ン

タ
ー
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
の

際
、
利
用
カ
ー
ド
（
ま
た
は
住
所
を
確

認
で
き
る
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
）
の

提
示
が
必
要
で
す
。
利
用
で
き
る
時
間

は
１
時
間
以
内
で
、
使
用
料
は
無
料
で

す
。

インターネットを使って情報収集

調べものはこの部屋（参考資料室）で

利用者インタビュー

郷土史に関する資料も
充実していて便利
中田善三さん（宗吾）

私は、現在の図書館ができる以
前から利用させていただいていま
す。中央公民館の2階に図書室があ
りましたよね。あのころから比べ
ると、図書の充実ぶりには目を見
張るものがあります。70万冊もの
蔵書があるとは驚きです。古文書
を調べたりすることがあるので、2
階の資料室にもよく足を運びます。
郷土史に関する本が充実していて
いいですね。図書館にない本でも、

リクエストすれば調達してくださ
るので助かっています。
子どものころから読書が大好き。
頭の切り替えには、どんどん吸い
込まれていく推理小説がいいです
よ。図書館が身近にあって、たく
さんの本を手にできることはとて
も幸せなことだと思います。欲を
いえば、駐車場の混雑解消対策と
基礎資料のいっそうの充実を希望
します。

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
使
っ
て
、
図
書
館
の
蔵
書
、
雑

誌
、
Ｃ
Ｄ
、
カ
セ
ッ
ト
、
ビ
デ
オ
の
検

索
が
で
き
ま
す
。
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
は
、http：

//w
w
w
.

library.narita.chiba.jp

で
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら

図
書
館
の
蔵
書
検
索
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図
書
館
利
用
の
ご
案
内

●
火
〜
金
曜
日
は
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
７
時
（
２
階
は
午
後
５
時
ま
で
）

●
土
・
日
曜
日
は
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
５
時

●
毎
週
月
曜
日
と
祝
日

●
館
内
整
理
日
（
毎
月
末
日
、
土
・
日

曜
日
と
重
な
っ
た
と
き
は
金
曜
日
）

●
年
末
年
始
（
12
月
28
日
〜
１
月
５
日
）

●
特
別
整
理
期
間（
蔵
書
を
一
斉
点
検
す

る
た
め
の
期
間
）

【
１
階
】

●
書
棚
に
並
ん
で
い
る
図
書
は
自
由
に

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
本
と
雑
誌
は
２
週
間
借
り
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
冊
数
の
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。
利
用
カ
ー
ド
ま
た
は
住
所
を

確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
・

保
険
証
な
ど
、
在
学
は
学
生
証
、
在

勤
者
は
社
員
証
も
）
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

●
視
覚
に
障
害
の
あ
る
人
に
は
、
大
活

館
内
の
設
備
と
サ
ー
ビ
ス

休
館
日

開
館
時
間

字
本
や
拡
大
鏡
の
貸
し
出
し
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
Ｃ
Ｄ
・
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
の
試
聴
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
２
点
ま
で
２
週

間
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
Ａ
Ｖ
コ
ー
ナ
ー
で
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
が

観
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
語
学
Ａ
Ｖ

資
料
以
外
は
借
り
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

●
児
童
コ
ー
ナ
ー
の
お
は
な
し
室
で
、

毎
週
土
曜
日
、
午
後
３
時
か
ら
お
は

な
し
会
（
紙
芝
居
や
本
の
読
み
聞
か

せ
な
ど
）
が
開
か
れ
ま
す
。

●
本
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
本
探
し

の
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
ま
す
。

●
不
用
に
な
っ
た
本
を
、
リ
サ
イ
ク
ル

コ
ー
ナ
ー
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

【
２
階
】

●
参
考
資
料
室
に
は
、
辞
典
、
事
典
、

年
鑑
、
便
覧
、
白
書
、
地
図
な
ど
の

資
料
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
由

に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
借
り

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ

が
利
用
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
が
５
台
あ

り
ま
す
。
利
用
す
る
と
き
は
、
カ
ウ

ン
タ
ー
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
図
書
館
の
資
料
に
限
り
、
著
作
権
法

に
基
づ
く
範
囲
内
で
、
コ
ピ
ー
（
費

用
は
１
枚
10
円
）
で
き
ま
す
。

●
企
画
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
11
月
29

日（
木
）ま
で
「
佐
倉
惣
五
郎
と
宗
吾

信
仰
」
の
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

※
地
区
公
民
館
（
10
館
）
と
美
郷
台
地

区
会
館
内
に
図
書
館
分
館
が
あ
り
ま

す
。
利
用
カ
ー
ド
は
共
通
で
す
の
で
、

併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
本
館
で

借
り
て
、
分
館
に
返
却
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。
く
わ
し
く
は
市
立
図
書

館
（
1
27
‐
４
６
４
６

ヨ

ム

ヨ

ム

）
へ
。

毎週土曜日は午後3時から「おはなし会」

市
民
憲
章
制
定
30
周
年
記
念
事
業

「
成
田
ゆ
か
り
の
人
物
展
」を
開
催

市
民
憲
章
は
昭
和
46
年
11
月
に
制
定
さ
れ
、
以
来
市
民
の
み
な
さ
ん
と
共
に

歩
み
、
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
「
成
田
ゆ
か
り
の
人
物
展
」

を
開
催
し
ま
す
。

●
紹
介
す
る
人
物
＝
浅
井
礼
三
、
ア
ッ
プ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
、
飯
田
栄
次
郎
、
石

川
照
勤
、
七
代
目
市
川
団
十
郎
、
伊
藤
音
次
郎
、
今
沢
慈
海
、
圓
城
寺
次
郎
、

大
原
幽
学
、
小
川
武
平
、
小
野
忠
明
、
海
保
三
吉
、
柏
原
文
太
郎
、
神
山
魚な

貫つ
ら

、
木
内
惣
五
郎
、
木
村
正
辞

ま
さ
こ
と

、
鈴
木
雅
之
、
鈴
木
三
重
吉
、
竹
尾
弌

は
じ
め

、
田

中
照
心
、
土
肥
刀
泉

と
う
せ
ん

、
中
山
義
秀
、
新
山
荘
輔
、
二
宮
尊
徳
、
福
沢
諭
吉
、

牧
野
佐
二
郎
、
松
本
良
山
、
三
池
照
鳳
、
水
野
葉
舟
、
三
橋
金
太
郎
、
三
橋

鷹
女
、
三
好
照
嘉
、
諸
岡
長
蔵
（
50
音
順
）

●
展
示
す
る
資
料
＝
写
真
、
パ
ネ
ル
、
ゆ
か
り
の
品
な
ど

●
会
場
＝
成
田
山
新
勝
寺
大
本
堂
第
二
講
堂

●
期
間
＝
10
月
５
日（
金
）〜
28
日（
日
）

●
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
５
日
は
午
前
11
時
か
ら
）

●
入
場
料
＝
無
料

※
く
わ
し
く
は
成
田
ゆ
か
り
の
人
物
展
実
行
委
員
会
事
務
局
（
総
務
課
・
1
20

‐
１
５
１
０
）
へ
。

市
民
と
本
を
結
ぶ
お
手
伝
い

長沼事件の始末書

福沢諭吉（長沼区所蔵の肖像画）


